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8) 現場実験の結果 Joint部分は HotJoint にもかか
わらず空気透過量が大く測定され，漏水等に対して弱
点となり易い.
9) 現場における空気透過量の測定は 1個所につき 3分
から10分程度で行える.
10)現場型実験の場合の加圧盤との、ンーJレ材にはのりを
使用しでもその役目は十分に果す.
以上の結果から舗装の空隙が3~4%以上であれば
Asphalt Paving Meterを用いて空気透過量を測定す
る事が出来，その空気透過量から舗装の透水係数や空隙
等を推定する事が出来る.しかしそれ以下の空隙の場合
には現在の所空気透過量を測定する事が出来ない.
実際のダ、ム:i![!水壁に用いる舗装は空隙が約3%以下に
なる様な設計及び施工の条件となっているので，舗設後
の舗装が3~4%の範囲にある様な場合には，この方法で
は問題点を残している.しかし実用上，実際の施工管理
の方法として卜分ではないが， 1つの方法としてかなり
有効な方法であろうと考えられる.すなわち，舗装面上
から空気の透過が認められれば，その舗装は空隙率3~4
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%以上あるはずで設計条件に合致していないものとして
指摘し，舗装の空隙率，透水係数等を推定する事が出来
る.この方法lとよれば機械が小型で軽量であるので，持
ち運びも比較的楽で短時間のうちに測定を行う事が出来
る.従って多くの場所についてチェックする事が出来る
ので，かなり有効な施工管理の方法であろうと考えられ
る.
